
（平成21年度実施状況）
①里親モデル事業　7か所
②里子交流事業　　31か所
③未委託里親ふれあいキャンプ事業　　7か所
④「養育里親研修テキスト」を作成し、里親、関連機関等に配布

19

22年度

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

里親会の活動を通じて、以下の事業を行うことにより、里親事業の円滑な促進を図る。
①里親モデル事業では、都道府県里親会・地区里親会において里親委託の促進に向けた先駆的な取り組みをモデル的
に実践。
②里子交流事業では、里子同士の意見交換をできる場を提供する。
③未委託里親ふれあいキャンプ事業では、未委託里親と児童養護施設等の児童との交流の場を設け、里親委託の促進
を図る。
④里親研修教材作成事業では、里親会や自治体が行う新規里親研修や里親会等のフォローアップ研修等に活用できる
教材を作成。
○実施主体：(財)全国里親会
○補助率：定額

未委託里親に対する委託の促進等を図るため、一般的里親促進事業や未委託里親ふれあいキャンプ事業等を行い、ま
た、委託後の里親支及び里子への支援を行うための里子交流事業等を行う。

執行率 100% 100% 100%

事業番号 839

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(厚生労働省)

予算事業名 作成責任者
事業開始
年度

平成６年里親促進費
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見直しの
余地

一部改善（執行状況を予算要求に反映）

本事業の必要性、執行の観点からの評価としては、概ね妥当であるが、報告書作成部数の見直し等による縮減に努めること。
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　被虐待児等、愛着形成に問題のあった児童は、家庭的な環境の下、愛着関係を再度形成しながら養育を行うことが必要である。
このため、平成２２年１月に閣議決定された「子ども・子育てビジョン」においても、児童虐待を防止するとともに、施設のケア単位の
小規模化や里親・ファミリーホームの拡充など、家庭的養護の推進を図ることとしている。
　この家庭的養護の推進は、里親制度の啓発・普及等を行うことが最も効果的であり、当該法人において全国の地区里親会と密接
に連携を図りながら里親委託の推進に努めている。結果、近年、里親委託児童数は増加傾向にある。

各地区里親会と密に連絡をとり、連携して実施できる事業者は現在全国里親会以外になく、本事業者以外に効果的な普
及・啓発等の事業の実施が見込まれる事業者はない。また従来の実績を踏まえ、平成21年度は既存事業の整理に加
え、事業費のうち、事務費等の内訳を明確にするなどの改正を行ったところである。さらに、地区里親会と全国里親会の
自主的な取組を促進するため、広域で実施する里親モデル事業等を追加するなどの見直しを行い、今後も効果的に事
業を行えるよう一層の制度の普及・促進を図っているところである。

「児童健全育成活動支援事業等助成費の国庫補助について（平成14年3月29日厚生労働省雇発児第0329008号）」の通
知において、事業の実施状況について実績報告書及び経費の支出に関する書類の提出を規定しており、提出された補
助金精算書、支出済額内訳書、里親促進事業実施状況等において確認している。

実施状況

予算の状況
（単位:百万円）
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19年度 20年度 21年度

執行額

総事業費(執行ベース) 19 19 15

会計区分

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

担当課室 家庭福祉課

上位政策

高橋　俊之雇用均等・児童家庭局

年金特別会計児童手当及び子ども手当勘定

担当部局庁

－

12

19 15

関係する計
画、通知等

－
児童健全育成活動支援事業等助成費の国庫補助に
ついて（平成14年3月29日付雇児発第0329008号）
子ども・子育てビジョン（平22.1.29　閣議決定）

23年度要求

予算額(補正後） 15



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する)
(単位:百万円)

厚生労働省

A

㈶全国里親会

（15.5百万円）

【補助】

交付申請の内容審査、交付決定。事業報告書等を徴収、事業内容を指導。

里親モデル事業、里子交流事業等を実施。事業報告書を作成し、厚労省に提出。



中央事業費
評価・検討委員会開催、テキスト
作成・発送等

5.0

地方事業費 モデル事業、各種事業実施経費等 10.5

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目

A.㈶全国里親会 E.

使　途 金　額
(百万円）

計

費　目 使　途 金　額
(百万円）

0計 15.5

B. F.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

0

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者につ
いて記載する。
使途と費目の
双方で実情が
分かるように記

載）

計 計

C. G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

金　額
(百万円）

費　目

0

D. H.

計 0 計

使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途

0計 0 計


